
年齢による任よう性(妊娠する力)の変化

「知らなかった」で後悔しないために、
知識として持っておきましょう！

<妊活の費用や時間・精神的負担>不妊治療の経験があるカップルの割合

「妊活」は男性のものでもあります！

晩婚化・女性活躍が進む中、
妊娠・出産のリミットとキャリア形成期が重複。
早期のケアが将来の選択肢を守る。

不妊の原因の約半数は男性。
「妊活=女性」の偏見を捨て、男性が当事者意識を持つ
ことが不可欠。
早期ケアにより不妊治療にかかる甚大な、
「時間。費用」のコストを低減できる。

単なる子供作りではなく、
月経困難症や更年期障害など男女のホルモンケ
アでもあり、パフォーマンス(生産性)が上がる。

部下の健康課題へ理解を深めることで、
信頼関係の構築や持続可能な組織を作る。

費用面
保険適用でも残る「不安」

仕事の両立
予定の「予測不能さ」

男女の温度差
「当事者意識」のズレ

男性にとっても
「生活習慣病」と直結する
テーマです

社会的背景の急変

男性の意識改革と負担軽減

「生産性」への直結

管理職としての必要教養

医師監修済み 産業保健サービス株式会社



プレコンセプションケア「４つのポイント」
産業保健サービス株式会社

https://kennet.mhlw.go.jp/information/information/heart/k-01-004 快眠と生活習慣

排卵障害や妊娠合併症を防ぎ、
赤ちゃんが健やかに育つ「土台」を作る

卵子や精子の質に直結する、「血流」と
「ホルモンバランス」を整える

妊娠中には検査や治療ができない、
母子の「病気や感染症リスク」を事前に消す

妊活はチーム戦。妊娠力の大敵である
「ストレス」を二人で溜め込まない

https://kennet.mhlw.go.jp/information/information/heart/k-01-004
https://kennet.mhlw.go.jp/information/information/heart/k-01-004
https://kennet.mhlw.go.jp/information/information/heart/k-01-004
https://kennet.mhlw.go.jp/information/information/heart/k-01-004
https://kennet.mhlw.go.jp/information/information/heart/k-01-004

	スライド 1
	スライド 2

